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　　　　　　　　　　　　　　　　　　編集後記

・ 念願の研究論文集がようやく第1号発刊にこぎつけられ、関係者一同ほっとしているところです。

・本論文集の主な目的としては、本学の言語・文学研究センターに所属する学生、つまり国語国文学・

フランス語フランス文学・英語英米文学3専門分野の博士および修士課程の学生等に発表の機会を

提供し、さらなる向上を図ろうとするものです。

・とはいえ、あくまでいわゆるレフェリー付きの論文集なので、大京子学長、鈴木英夫教授の寄稿は別

として、掲載論文は主として3専門分野の博士課程に在籍中の者、計13名の応募から厳選されたも

のです。最低2人の審査員の目が通っています。

・ 残念ながら選に漏れた方々は、他日を期して内容にいっそうの磨きをかけてほしいと思います。

・ 創刊号ということで、雑誌の体裁、割りつけ、印刷所との交渉、その他細々とした予想外の難題が多々

生じたのですが、解決に尽力なさった助手の大木理恵子、水谷朋子、村山のぞみの3氏に編集委員

一
同深く感謝いたします。（文責、山辺）




